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北海道中国会へのメッセージ北海道中国会へのメッセージ

　北海道中国会が、このたび 設立 10周年を迎えたことを心からお祝い申し上げます。 皆様におかれ
ましては、 設立以来、幅広い活動を通じて、北海道と中国との交流にご尽力をいただいておりますこ
とに、深く敬意を表します。
　北海道では、1986年に黒竜江省と友好提携を締結してから、 37年の長きにわたり、洋財神と慕わ
れた原正市さんによる水稲栽培技術の指導からはじまった農林水産技術のほか、医療、教育、文化、
スポーツなど幅広い分野で友好の歩みを積み重ねてまいりました。
　道としては、両地域の長きにわたる友好の歴史を礎に、地域間の繋がり、人と人との結びつきを大
切にしながら、黒竜江省をはじめとする中国との交流に力を尽くしてまいりますので、皆様には、引
き続き、その架け橋として、お力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、北海道中国会のますますのご発展、並びに関係の皆様のご健勝とご多幸を心から祈念し、
私からの応援メッセージとさせて頂きます。

近藤　史郎北海道総合政策部　国際局長

　この度は、『北海道中国会　創立10周年記念イベントおよび総会』の開催にあたり、心より御祝い
申し上げます。
　貴北海道中国会の皆さまにおかれましては、日頃より北海道地域の中日友好交流、文化交流、経済
交流のためにご尽力されておりますことに深く敬意を表します。
　さて、登別市と中華人民共和国広東省広東市は２００２年に「友好交流促進都市」として、
２０１２年には「友好都市」協定を結んでおり、登別市民への中国語講座、中華料理講座など文化交
流を数多く行ってきました。
　また、新型コロナウィルス感染症が拡大する２０１９年以前までは、中国からは、アジアの中で一
番多い年間１０万人以上の観光客が来登していただいておりました。
　ウィズコロナの現在は、少しずつ登別温泉にも観光客が戻ってきております。日本と中国がＷｉｎ
－Ｗｉｎの関係を作り、今後も更なる友好関係を築いて参りたいと考えておりますので、貴北海道中
国会の益々のお力添えをいただければと存じます。
　最後になりますが、本日お集まりの皆様のご健勝と貴北海道中国会のますますのご発展を心より祈
念申し上げ、メッセージとさせていただきます。

市長　小笠原　春一登別市

　北海道中国会が設立１０周年の節目を迎えられたこと誠におめでとうございます。
貴会は日本と中国の友好の懸け橋となっており、交流を通じて両国の友好はもとより、相互の理解促
進に関する活動を行ってまいりました。今日までの活動に心より敬意を表します。
　さて、室蘭市では２００２年７月に山東省日照市と友好都市を締結し、中学生の派遣を行うなど交
流を通じて友好関係を築いて参りました。本年１月には本市の開港１５０年市制施行１００年と日照
市との友好都市締結
２０年を記念し、両国児童生徒による絵画・書道作品を展示し市民の理解や友好促進を図るとともに、
３月には日照市から賈剛副市長らが来訪されるなど交流を図ってきました。今後も交流が続くことを
願っています。
　結びに、これからも貴会が日本と中国の友好の象徴として末永く発展しご活躍されますことをご祈
念申し上げ、私からのメッセージといたします。

市長　青山　剛室蘭市
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